
 「心身再生の郷」 「心身再生の郷」

村民憲章 
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう 
１．私たちは 美しい自然を守りましょう 
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう 
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう 
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう 

十
津
川

十
津
川
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▼
質
問（
１
班
）　

大
雨
や
台
風
な
ど
で
が
け
崩

れ
や
落
石
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、未
然
に
防

ぐ
対
策
は
し
て
い
ま
す
か
。
災
害
が
起
き
た
時

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
か
。
村
民

の
方
々
へ
自
然
災
害
の
た
め
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
ど
の
よ
う
に
広
め
て
い
る
か
、ど
の
程
度
浸
透

し
て
い
る
か
教
え
て
ほ
し
い
で
す
。

 

▼
答
弁　

道
路
に
は
村
が
管
理
す
る
村
道
、林

道
、農
道
が
３
０
８
路
線
、奈
良
県
が
管
理
す
る

国
道
、県
道
が
７
路
線
あ
り
ま
す
。

　

村
の
管
理
す
る
村
道
旭
線
は
、落
石
が
頻
繁

に
起
き
て
お
り
、多
く
の
釈
迦
ケ
岳
登
山
客
が
通

行
す
る
こ
と
か
ら
、防
災
点
検
を
行
っ
て
災
害
防

除
工
事
、吹
付
工
や
落
石
を
防
ぐ
柵
や
網
を
張

る
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
復
興
住
宅
や
高
森
の
郷
が
あ
る
村

道
高
森
線
や
玉
置
神
社
に
至
る
村
道
折
立
山
手

谷
線
で
防
災
点
検
を
行
い
、災
害
防
除
工
事
を

施
工
し
て
行
く
予
定
で
す
。

　

集
落
の
上
部
に
関
し
て
は
、奈
良
県
が
行
う
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
が
、村
内
各
所
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
対
応
は
、ま
ず
道
路
の
通
行
確
保
で

す
。
崩
土
や
落
石
を
撤
去
し
、必
要
に
応
じ
山

側
斜
面
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
道
路
が
決
壊
し

た
場
合
は
ブ
ロ
ッ
ク
や
擁
壁
な
ど
で
復
旧
を
進

め
ま
す
が
、日
数
が
か
か
る
場
合
は
、迂
回
路
を

整
備
し
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

道
路
は
私
た
ち
の
生
活
や
経
済
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
、ま
さ
に
命
の
道
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
災
害
の
際
、孤
立
し
な
い
よ
う
道

路
網
の
整
備
が
必
要
で
す
。
国
・
県
に
対
し
て
要

望
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
の
た
め
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
で
す
が
、平
成
23
年
の
災
害
を
教
訓
と
い
た
し

ま
し
て
、地
域
防
災
計
画
の
改
定
を
行
い
、災
害

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、現
在
、各
大
字
総
代
に
配
布
し
て
、大
字
で

土
砂
災
害
の
危
険
個
所
、避
難
経
路
な
ど
を
地

域
住
民
の
方
々
に
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
住
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
り

浸
透
さ
せ
、活
用
い
た
だ
く
た
め
の
方
法
と
し

て
、防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

実
施
す
る
た
め
、県
の
方
々
と
も
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
把
握

を
い
た
だ
き
、自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
危
険

個
所
、避
難
経
路
、避
難
所
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

日
常
か
ら
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
す
る
と
い

う
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
村
と
し
て
も
今

後
も
防
災
訓
練
の
実
施
、各
種
媒
体
で
の
広
報

を
行
い
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
い
た
だ

き
、自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
行
動
に
繋
げ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
質
問（
２
班
）　

国
道
１
６
８
号
線
に
は
歩
道

が
少
な
く
、危
険
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

歩
道
を
作
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。
難
し
い
場

合
は
、そ
れ
に
代
わ
る
安
全
対
策
を
お
願
い
し
た

い
で
す
。

　

ま
た
、自
転
車
通
学
の
際
に
、小
原
か
ら
折
立

間
の
ト
ン
ネ
ル
内
の
電
灯
が
つ
い
て
お
ら
ず
、暗

く
車
道
を
確
認
し
づ
ら
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
内
の
電
灯
の
交
換
・
点
検
は
ど
の
く

ら
い
の
頻
度
で
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
教
え
て
ほ

し
い
で
す
。

 

▼
答
弁　

国
道
は
奈
良
県
知
事
が
道
路
管
理
者

に
な
っ
て
い
ま
す
。
五
條
土
木
事
務
所
か
ら
の

回
答
を
報
告
し
ま
す
。

　

国
道
に
つ
い
て
は
、バ
イ
パ
ス
な
ど
に
よ
り
車

両
を
転
換
し
、現
在
の
道
を
通
行
す
る
歩
行
者

や
自
転
車
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
、道
路
改

良
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
道
路
改
良
は
、鋭
意

進
め
て
い
ま
す
が
、完
成
に
は
時
間
を
要
し
ま

す
。
部
分
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、現
在
の
道
幅
の

議
会
だ
よ
り

　

平
成
28
年「
十
津
川
村
高
校
生
議
会
」が
５
月
25
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

十
津
川
高
等
学
校
の
３
年
生
の
生
徒
17
人
が
模
擬
議
員
と
な
り
、５
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、同
級

生
、十
津
川
中
学
校
３
年
生
、十
津
川
村
議
会
議
員
が
傍
聴
す
る
中
、そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
が
本
会
議

場
で
村
政
一
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

十
津
川
村
高
校
生
議
会

1班代表
熊谷　賢人　議員

2班代表
佐渡　優花　議員
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近
年
救
急
車
の
出
場
件
数
が
急

増
し
、現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
平

均
時
間
が
少
し
ず
つ
遅
れ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
本
当
に

緊
急
を
要
し
、救
急
車
が
必
要
な

人
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
、救
命
率
に
影
響
が
で

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が

十
津
川
村
は
広
く
、初
期
症
状
で

早
め
に
救
急
処
置
を
行
う
こ
と
に

よ
り
大
切
な
命
が
守
ら
れ
ま
す
。

救
急
車
以
外
に
搬
送
の
手
段
が
な

く
、緊
急
に
医
療
機
関
に
搬
送
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、迷
わ

ず
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
夜
間
な
ど
で
病
院
が
開
い
て
い

な
い
、で
も
救
急
車
を
呼
ん
で
い
い

の
か
判
断
で
き
な
い
と
き
は
五
條

消
防
署
十
津
川
分
署
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
に
十
津
川
村
で
は
一

部
五
條
消
防
署
大
塔
分
署
が
管
轄
し
て
い

る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

救急車を呼んでいいの？

実
際
の
救
急
搬
送
風
景

大字風屋から北部 ・・・ 大 塔 分 署
☎０７４７－３６－０３１７　
大字風屋から南部 ・・・ 十津川分署
☎０７４６－６４－１１９０

緊急のときは１１９番
通報を！
落ち着いて状況を説明
してください。
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熱
中
症
は
、高
温
多
湿
と
環
境
で
の

作
業
や
運
動
に
よ
り
、体
内
の
水
分
や

塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、体
温
調
節

機
能
が
働
か
な
く
な
る
病
気
で
す
。
そ

し
て
熱
中
症
は
炎
天
下
で
運
動
し
た
と

き
だ
け
で
な
く
、特
に
乳
児
や
高
齢
者

は
暑
い
室
内
や
車
の
中
に
長
時
間
い
る

だ
け
で
も
熱
中
症
に
な
り
ま
す
。
熱
中

症
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、涼
し
い

日
陰
や
冷
房
の
効
い
た
室
内
に
移
動

し
、ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
こ
ま
め
に

水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　
症
状
と
し
て
体
温
上
昇
、め
ま
い
、頭

痛
、吐
き
気
な
ど
が
あ
り
、ま
た
重
い
症

状
と
し
て
反
応
が
鈍
く
な
り
意
識
が

は
っ
き
り
し
な
い
、け
い
れ
ん
が
起
こ
る

場
合
は
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
は
少
し
の
注
意
で
予
防
で
き

る
の
で
、日
ご
ろ
か
ら
熱
中
症
対
策
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

夏
が
来
ま
し
た
！ 

熱
中
症
に
ご
注
意
を
!!

一
、 

通
気
性
の
良
い
、吸
湿・速
乾
の
衣
服
を
着
用
す
る

一
、 

屋
外
で
は
日
傘
や
帽
子
を
着
装
す
る

一
、 

室
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境
を
作
る

一
、 

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
た
温
度
調
節
を
行
う

一
、 

直
射
日
光
や
高
温
下
に
長
時
間
い
な
い

一
、 

こ
ま
め
に
水
分
、塩
分
を
補
給
す
る

熱中症の
予防法！

熱中症の起こり方

五條消防署十津川分署だより

外気への
熱伝導

暑い時・運動や活動

発
汗

汗
の
蒸
発

異
常
時

熱
放
射

熱
放
射

皮膚に血液を集める
（皮膚温上昇）

体に熱がたまる
（体温上昇）

体温調節反応

熱中症

体のバランスの破綻

体温上昇

平
常
時
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こ
ん
に
ち
は
！
協
力
隊
の
三
輪
で
す
。

　

私
が
結
成
し
た
〈
十
津
川
踊
り
隊
Ｂ
Ｏ
Ｎ

娘
〉は
、
こ
の
春
か
ら
小
学
生
の
新
メ
ン
バ
ー
も

入
り
、た
だ
今
新
曲
を
絶
賛
練
習
中
で
す
！

　

み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目

標
に
メ
ン
バ
ー
一
同
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
に
は「
川
津
道
路
開
通
式
」に
、
５
月
に

は
和
歌
山
県
御
坊
市
の
「
み
や
こ
姫
よ
さ
こ
い

祭
り
」
に
出
演
し
ま
し
た
。両
方
と
も
大
き
な

ス
テ
ー
ジ
で
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、
み
な
さ

ん
の
温
か
い
応
援
の
お
か
げ
で
の
び
の
び
踊
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
に
、「
つ
り
橋
祭
り
」に
出
演
し
ま

す
の
で
、ど
う
か
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
！

　６月６日、７日に住民ホールで「お金を出来るだ
けかけずに宣伝する方法！～地域を活性化させる
共同プレスリリースセミナー～」が行われました。
　（株）マジックマイスター・コーポレーションの大
谷芳弘さんを講師に迎え、プレスリリース（広報）
の手法や、効率的かつ効果的に情報提供を行う方
法を学びました。
　２日間で延べ26人が参加され、「講習の内容を
活用して宿のＰＲをしたい」、「宣伝の方法がよく
わかった」などの感想が聞かれました。

　５月22日、21世紀の森・紀伊半島森林植物公
園で石楠花の花殻摘みが行われました。33人の
ボランティアが参加しました。来年も美しく咲き誇
る石楠花を想像しながら、みんなで協力し、汗を流
しました。
　昼食時に観光協会から猪汁が提供され、遠方か
ら参加されたボランティアのみなさんに大変喜ば
れました。

来年もきれいなシャクナゲを…
花殻摘み体験ボランティア

「十津川村」の名前を全国に

「
み
や
こ
姫
よ
さ
こ
い
祭
り
」

総
踊
り
の
風
景

協力隊
だより







●２つの給付金のどちらの要件にも該当する人については、「臨時福祉給付金」と「障害
・遺族基礎年金受給者向け給付金」の両方を受け取ることができます。

●原則として、申請期間外の申請は受け付けられませんのでご注意ください。

●申請期間などは、各市区町村により異なります。十津川村以外が申請先となる人は、
事前にその市区町村に問い合わせるか、ホームページなどで確認するようにしてくだ
さい。

●申請方法に関するお問い合わせ
　福祉事務所（給付金係） 電話 ： 0746（６２）0９０１

●制度に関するお問い合わせ
　厚生労働省専用ダイヤル ： 0570（037）192
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お知らせします。
２つの給付金

●申 請 先 ： 福祉事務所（給付金係）
●申請期間 ： 平成28年8月1日（月）～ 11月1日（火）
●提出書類 ： 申請書　※対象となる人に7月下旬に郵送します。

申請方法

ご注意

問い合わせ先

（平成28年度）



村報とつかわ 2016.711

●支給対象者
　平成28年1月1日時点で十津川村に住民票がある人で、平成28年度分の住民税
が課税されていない人が対象です。
　ただし、住民税が課税されている人の税法上の扶養となっている場合や生活保護
の受給者である場合は、対象となりません。

※一定の住居を持たない方でいずれの市区町村にも住民票がない人については、基準日
の翌日以降であっても十津川村で住民票の手続を行えば申請を行うことができます。

※DV被害者や児童福祉施設等に入所している児童等で、他の市区町村から住民票を移さ
ずに十津川村にお住まいの人については、十津川村で申請を受け付けることができる場
合がありますのでご相談ください。

●支給額
１人につき　3,000円

臨時福祉給付金 支給要件

●支給対象者
　上記の平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者のうち、障害・遺族基礎年金を受
給されている人が対象です。
　ただし、高齢者向け給付金〔3万円〕を受給された人は対象となりません。

●支給額
１人につき　30,000円

障害・遺族基礎年金受給者向け給付金 支給要件

ご自宅や職場などに市区町村や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかって
きたり、郵便が届いたら、迷わず、役場や最寄りの警察署（または警察相談専用電話
(♯9110)）に御連絡ください。

｢臨時福祉給付金｣や｢障害・遺族基礎年金受給者向け給付金｣ の

“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。

☎
!









国保だより

村報とつかわ 2016.715

▶保険証や医療に関することは・・住民課　☎0746（62）0911
▶国保税に関することは・・・・・財政課　☎0746（62）0903

―　お問い合わせ　―

住民課　☎0746（62）0911
―　お問い合わせ　―

７月は、国保税（普通徴収）第2期の納期です。
納期限は8月1日ですので、納期内に忘れず納めましょう！

受給者証などの更新のお知らせ

脳ドック助成制度のお知らせ

●70～74歳の国民健康保険被保険者
　※社会保険の人は、加入されている協会けん
　　ぽなどから交付されます。

●75歳以上
●一定の障害のある65歳以上の後期高
　齢者医療被保険者

不　要手 続 き

対　　象

証の切替 ７月下旬に交付します

不　要

国民健康保険高齢受給者証 後期高齢者医療被保険者証

７月下旬に特定記録郵便で交付します

検査費用全額生活保護受給者

上記以外の人 検査費用の7割

３万円

２万円

助成額 上限額

●ひと月に一医療機関等で高額な医療費を払われている70歳未満の国民健康保険
　の人
●ひと月に一医療機関等で高額な医療費を払われている70歳以上で住民税が課税
　されていない国民健康保険又は後期高齢者医療の人

印鑑をご持参のうえ、住民課へ申請をしてください。【申請が必要です】

※70歳以上で住民税が課税されている人は、認定証は必要ありません。高齢受給者証又は後期高齢者医療被保険者
　証を提示すれば、限度額の適用が受けられます。
※社会保険の人は、加入されている協会けんぽなどへ申請してください。

※同一年度での複数回の利用や、加入している社会
　保険等で脳ドックの費用の助成を受けられる人は
　利用できません。

手 続 き

対　　象

限度額適用（標準負担額減額）認定証

　村では、保健事業の一環として脳ドック費用の助成を行っています。
　脳血管疾患の早期発見や早期治療、健康維持に役立てるためにぜひ、脳ドックを受けられてはいかが
でしょうか。

■この制度を利用できるのは次の条件をすべて満たす人です。
　①村内に３か月以上住所を有している満40歳以上の人
　②頭部疾患による治療（経過観察中を含む）を受けていない人
　③村税や保険料（税）を滞納していない人

■助成額及び上限額
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